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西村証券 企業調査情報                2026/04/07 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

湖北工業（コード 6524） 
◆通期業績推移(連結) （株式分割を考慮。26.12 予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

19.12 9,979 1,480 24.2 1.4 1,641 ▲805 75 3,083 

20.12 11,176 2,577 72.0 2.7 2,017 ▲524 ▲1,048 3,501 

21.12 14,620 4,126 135.6 18.3 3,032 ▲406 4,564 10,951 

22.12 15,673 3,884 115.4 18.3 2,755 ▲1,949 ▲2,585 9,362 

23.12 13,472 2,812 70.6 20.0 3,577 ▲1,033 ▲1,577 10,439 

24.12 15,924 3,939 120.5 30.0 3,836 ▲3,115 ▲1,636 9,799 

25.12 17,454 4,624 114.7 33.0 3,343 ▲1,197 ▲3,646 8,417 

26.12予 19,613 5,404 136.5 40.0 － － － － 

 （CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

今期増収増益見通し リード端子の利益率 10％超へ、光部品・デバイスも伸長 

25 年 12 月期は、売上高が前年に比べて 10％

増、営業利益が 17％増で、過去最高の業績とな

った。リード端子事業では、自動車向けの緩や

かな需要回復に加え、データセンター市場向け

が好調に推移。光部品・デバイス事業では、情

報通信容量の拡大を背景とした新しい海底ケ

ーブルプロジェクトの増加を追い風に、技術革

新に対応した新製品の採用が進展するなど、両

事業とも業績の拡大に貢献している。 

当期のキャッシュ・フロー（以下、CF）にお

いて、現金及び現金同等物の期末残高は 84 億

円（前年度末比 14％減）となった。営業活動 CF

は税金等調整前当期純利益 44 億円（前年比

10％減）となったことなどから 33 億円の収入

（13％減）になった。投資活動 CF は有形固定

資産の取得による支出 8 億円（45％減）、投資

有価証券の取得による支出 13 億円（151％増）、

定期預金の預入及び払戻による差引収入額 8億

円（前年は差引支出額 5 億円）などから 12 億

円の支出（前年比 62％減）となった。財務活動

CF は配当金の支払額 8 億円（50％増）、自己株

式の取得による支出 25 億円（前年は 100 万円

未満）などから 36 億円の支出（前年比 123％

増）となった。 

25 年 12 月期は増収増益、過去最高の業績に 

CF で現金・現金同等物の期末残高は減少 
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西村証券 企業調査速報 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 

 

25 年 12 月期において、リード端子事業では、

前年からの欧州自動車市場の調整が期の前半に

続いたものの、その後は自動車市場・情報通信機

器市場向けで高付加価値製品の販売が伸長。生

産体制再編や生産効率改善効果も加わり、営業

利益及び売上高営業利益率が急回復した。 

光部品・デバイス事業では、期初には海底ケー

ブル向けで一部プロジェクトのスケジュール変

更や、小型製品への切り替えに伴う既存製品の

短期的な在庫調整などがあったものの、期が進

むにつれて回復傾向となり、売上高及び営業利

益が増加。売上高営業利益率は通期では前年比

で低下したが、第 1 四半期（1Q。25 年 1～3 月）

の 35.2％を底に、2Q：42.6％、3Q：49.0％、4Q：

48.0％と右肩上がりの傾向になっている。 

26 年 12 月期は、自動車市場や AI サーバー市

場向けなどにハイブリッドコンデンサや固体コ

ンデンサの生産が中国・ASEAN で大きく伸び

る見込みで、同社製のリード端子も高付加価値

品を中心に販売増へ。同事業の売上高営業利益

率は 10％を超えてきそうだ。光部品・デバイス

については、小型アイソレータや複合光デバイ

ス製品など、海底ケーブル向け光デバイスの需

要が順調に伸びる見込み。AI サーバー向け光部

品も需給ひっ迫が続く見通しで、関連製品の大

幅な販売増が見込まれている。 

なお、同社では新しい分野として高純度石英

ガラス事業を育成中で、今年の年央から量産開

始を計画。売上高 15 億円の目標年度は 28 年 12

月期へと 1 年延ばされているが、半導体関連及

びファイバ関連企業からの引き合いが国内外で

増えていることから、想定営業利益目標を 6 億

円程度（従来 4 億円程度）に引き上げている。 

リード端子が急回復、光部品・デバイスも堅調に推移 

今期増収増益見通し、リード端子の利益率10％突破へ 
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（「光部品・デバイス」セグメントには高純度石英ガラス事業等も含む）
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